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国鉄闘争全国運動は、７月14日に曳舟文化センターで全国集会

を６２０人の結集で開催した。集会特別決議として、「港合同昌一

金属支部への選別不当解雇撤回、関生支部・湯川委員長への10年

求刑を許すな、11･３日比谷野音に６千人の結集を！」を決議した。

集
会
は
、
渡
辺
書
記
長
と
動
労
総
連
合
水
戸
・

照
沼
委
員
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
開
会
の
あ

い
さ
つ
を
呼
び
か
け
人
の
金
元
重
さ
ん
が
行
い
、

三
里
塚
空
港
反
対
同
盟
の
市
東
孝
雄
さ
ん
、
改
憲

・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
の
高
山
俊
吉
弁
護
士
が
連

帯
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

昌
一
金
属
支
部
と
関
生
支
部
が
特
別
報
告

関
委
員
長
の
基
調
報
告
に
続
い
て
、
特
別
報
告

と
し
て
、
港
合
同
昌
一
金
属
支
部
の
木
下
委
員
長

が
こ
の
間
の
闘
い
の
報
告
を
行
っ
た
。
「
昌
一
金

属
は
組
合
事
務
所
明
け
渡
し
仮
処
分
を
申
し
立
て

た
。
那
須
電
機
鉄
工
は
自
ら
の
不
当
労
働
行
為
の

責
任
か
ら
逃
げ
回
り
、
早
期
に
工
場
か
ら
組
合
を

た
た
き
出
し
、
昌
一
金
属
の
事
業
を
買
収
し
よ
う

と
必
死
だ
。
こ
ん
な
こ
と
に
黙
っ
て
従
う
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
武
谷
副
委
員
長
は
、

「
京
都
３
事
件
で
湯
川
委
員
長
と
前
委
員
長
が
懲

役

年
を
求
刑
さ
れ
た
。
殺
人
事
件
と
同
じ
扱
い
。

10
大
津
事
件
で
湯
川
委
員
長
は
８
年
の
求
刑
を
さ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
弾
圧
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
次
の
頁
に
つ
づ
く
）

動労千葉を支援する会

2024年度定期総会
8月24日(土)13時～

DC会館大会議室
総会終了後、動労千葉組合員との交流会を行います。



労
働
組
合
つ
ぶ
し
は
戦
争
へ
の
道
だ
。
関
生

支
部
は
産
別
運
動
の
拡
大
で
戦
争
を
止
め
る
。

月
集
会
６
千
人
を
結
集
さ
せ
、
関
生
、
広

11島
弾
圧
を
粉
砕
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

環
境
ア
ク
セ
ス
支
部
結
成
が
報
告

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
訴
え
を
中
村
副

委
員
長
と
野
村
弁
護
士
が
行
い
、
今
後
の
闘

い
の
報
告
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
廃
線
化

と
の
闘
い
の
報
告
を
久
留
里
線
と
地
域
を
守

る
会
、
動
労
総
連
合
新
潟
が
行
っ
た
。
次
に

動
労
千
葉
の
北
村
執
行
委
員
が
闘
い
の
報
告

を
行
い
、
動
労
東
京
か
ら
環
境
ア
ク
セ
ス
支

部
の
結
成
が
報
告
さ
れ
た
。

鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
本
が
登
壇

カ
ン
パ
ア
ピ
ー
ル
の
あ
と
、
韓
国
鉄
道
労

組
ソ
ウ
ル
地
本
の
４
人
が
登
壇
し
、
カ
ン
・

ジ
ョ
ン
ナ
ム
本
部
長
が
、
「
闘
う
労
働
者
は
一

つ
。
資
本
に
国
境
が
な
い
よ
う
に
、
労
働
者

の
連
帯
に
も
国
境
は
な
い
。
連
帯
し
闘
う
こ

と
だ
け
が
戦
争
危
機
を
克
服
し
、
新
自
由
主

義
を
破
綻
に
追
い
込
み
、
よ
り
良
い
社
会
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
発

言
し
た
。

各
地
か
ら
の
報
告
と
決
意
を
、
大
行
進
沖

縄
の
赤
嶺
全
学
連
委
員
長
、
自
治
労
の
仲
間
、

一
陽
会
労
組
坪
井
委
員
長
、
日
教
組
奈
良
市

の
増
田
書
記
長
、
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動

実
行
委
の
宮
原
事
務
局
長
、
全
学
連
・
矢
嶋

副
委
員
長
が
登
壇
し
熱
い
訴
え
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
武
器
見
本
市
反
対
ア
ピ
ー
ル
を

佐
藤
副
委
員
長
、
集
会
特
別
決
議
を
呼
び
か

け
人
の
山
本
弘
行
さ
ん
が
読
み
上
げ
、
集
会

の
ま
と
め
を
、
呼
び
か
け
人
の
浅
川
雅
己
さ

ん
（
札
幌
学
院
大
学
教
授
）
が
行
っ
た
。

最
後
に
発
言
者
が
全
員
登
壇
し
、
渡
辺
書

記
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は

締
め
括
ら
れ
た
。

基調報告（要旨）

まず、沖縄における米兵による少女暴行事件を
徹底弾劾したい。一体こんなことをどれだけ繰り
返せば気が済むのか。米軍と日本政府が被害を隠
し、野放しにし被害を拡大させた。背景には沖縄
の軍事拠点化・ミサイル基地化を急速に進めていることがある。沖
縄からは我慢のならない怒りの声がわきあがっている。
経団連が今年の経労委報告で「生産性向上」を強調し、中小企業
・地方企業の淘汰にふみだしている。戦前も同じことが行われ、「企
業整備令」の勅令で「戦争遂行」のために中小企業を整理・淘汰し
た。連合・芳野は「日本はストの多い海外とは違う」「労使一体で企
業を発展させる」と、完全な産業報国会への道に突き進んでいる。
そして、「労使自治を軸とした労働法制」という形で、戦後労働法制
の根本的解体へ動き出してきた。「労働条件や権利の維持・向上」「団
結権の擁護」が目的であったはずの労働法を、「企業・資本のための
労働法」へと根本的に転換させようという攻撃だ。
関西地区生コン支部には湯川委員長に求刑10年、港合同昌一金属
支部に対して、民事再生を利用した選別解雇攻撃がかけられている。
戦時下における労働運動解体攻撃との決戦だ。戦争に動員されるの
が労働者なら、戦争を阻止する力も労働者にある。だからこそ、資
本も労働組合を解体することに全力を上げている。この攻撃を打ち
破り、階級的労働運動の再生を何としてもかちとりたい。
今年の11月集会は６千人結集を目標として掲げた。今の政治や社
会への根底的な不信と怒り、新自由主義への怒り、戦争への怒りが
爆発してきている。８・６ヒロシマ暴処法弾圧・集会禁止攻撃を大
結集で打ち破り、５人の仲間を絶対に取り戻そう。来年５月の武器
見本市阻止に向けた闘いを、11月集会の大結集に向けた運動として
も取り組みを広げたい。11・３日比谷６千人結集へ、ともに闘おう！



私
た
ち
港
合
同
昌
一
金
属
支
部
に
か
け
ら

れ
た
倒
産
・
民
事
再
生
法
を
使
っ
た
組
合
つ

ぶ
し
と
の
闘
い
は
７
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
全
国
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

元
気
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

那
須
電
機
鉄
工
の
東
京
本
社
、
千
葉
・
八

千
代
工
場
を
は
じ
め
、
全
国
の
支
店
・
営
業

所
に
対
し
て
全
国
の
仲
間
の
精
力
的
な
抗
議
、

宣
伝
行
動
に
す
ご
く
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月

日
は
、
東
京
で
の
那
須
電
機
鉄
工

27

の
株
主
総
会
へ
の
抗
議
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
平
日
昼
間
に
も
関
わ
ら
ず
東
京
・
関
東

の
仲
間
の
絶
大
な
支
援
を
受
け
て
、
本
社
包

囲
デ
モ
も
闘
い
ま
し
た
。

黙
っ
て
従
う
こ
と
は
で
き
な
い

行
動
を
終
え
て
戻
っ
て
み
る
と
、
組
合
の

ポ
ス
ト
に
大
阪
地
裁
か
ら
封
筒
が
届
い
て
い

ま
し
た
。
昌
一
金
属
支
部
に
対
し
て
、
組
合

事
務
所
明
け
渡
し
の
仮
処
分
が
申
し
立
て
ら

れ
、
代
表
者
の
私
に
審
尋
の
場
に
出
頭
せ
よ

と
い
う
も
の
で
し
た
。

昌
一
金
属
の
申
立
書
は
得
て
勝
手
な
作
文

で
読
む
に
た
え
な
い
も
の
で

す
。「

４
月

日
付
全
員
解
雇

30

で
組
合
員
は
す
で
に
存
在
し

な
い
」
「
事
業
譲
渡
が
で
き

な
い
と
従
業
員
の
雇
用
を
失

わ
せ
る
」
「
労
働
組
合
の
目

的
に
反
す
る
」
「
国
益
、
公

益
を
損
な
う
」
「
不
当
労
働

行
為
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は

極
め
て
乏
し
い
」
な
ど
で
す
。

那
須
電
機
鉄
工
は
自
ら
の
不
当
労
働
行
為

の
責
任
か
ら
逃
げ
回
り
、
早
期
に
工
場
か
ら

組
合
を
叩
き
出
し
、
何
と
し
て
も
昌
一
金
属

の
事
業
を
買
収
し
よ
う
と
必
死
で
す
。

裁
判
所
も
結
局
、
「
法
的
な
問
題
が
あ
っ
て

も
四
の
五
の
言
わ
ず
に
解
決
に
応
じ
ろ
」
と

い
う
姿
勢
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
に
黙
っ
て
従

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

組
合
つ
ぶ
し
の
意
図
明
ら
か

大
阪
府
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
救

済
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
件

で
那
須
電
機
鉄
工
・
那
須

電
機
商
事
は
自
ら
行
っ
た

不
当
労
働
行
為
を
棚
に
上

げ
て
、
「
自
分
た
ち
は
労

組
法
上
の
使
用
者
に
該
当

し
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
い

る
の
が
国
鉄
分
割
・
民
営

化
で
す
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は

当
時
の
首
相
・
中
曽
根
が

「
国
労
を
潰
し
、
総
評
・

社
会
党
を
潰
す
こ
と
を
明

確
に
意
識
し
て
や
っ
た
」

「
行
政
改
革
に
よ
っ
て
お

座
敷
を
き
れ
い
に
し
て
立

派
な
憲
法
を
安
置
す
る
」

と
い
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
的
な
改
憲
・
組
合
つ
ぶ
し
の
攻

撃
、
国
家
的
不
当
労
働
行
為
を
引
用
す
る
こ

と
自
体
が
、
那
須
電
機
鉄
工
の
悪
質
さ
と
組

合
つ
ぶ
し
の
意
図
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

わ
が
支
部
へ
の
攻
撃
も
そ
う
で
す
が
、
労

働
者
・
市
民
を
徹
底
的
に
犠
牲
に
し
て
、
権

力
者
・
資
本
だ
け
が
の
さ
ば
る
社
会
を
一
刻

も
早
く
変
え
ま
し
ょ
う
。

・
３
全
国
労
働

11

者
総
決
起
集
会
６
千
人
結
集
を
何
と
し
て
も

か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
を
犠
牲
に
権
力
者・
資
本
だ
け
が

の
さ
ば
る
社
会
を
変
え
よ
う

７
・

国
鉄
集
会
で
の
港
合
同
昌
一
金
属
支
部
の
木
下
委
員
長
の
発
言

14




芸
備
線


動
労
西
日
本
ス
ト
で
反
撃

国
土
交
通
省
は
３
月

日
、
岡
山
、
広
島

26

両
県
を
走
る
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
一
部
区
間
（
備
中

げ
い
び
せ
ん

神
代
（
岡
山
県
新
見
市
）
ー
備
後
庄
原
（
広

島
県
庄
原
市
）
間
の

・
５
キ
ロ
）
の
存
廃

68

を
含
め
た
再
編
方
針
を
議
論
す
る
「
再
構
築

協
議
会
」
の
初
会
合
を
広
島
市
内
で
開
い
た
。

協
議
会
の
開
催
は
全
国
で
初
め
て
。

動
労
西
日
本
の
岡
崎
副
委
員
長
は
午
前
９

時
か
ら
終
業
時
ま
で
の
指

名
ス
ト
に
突
入
。
協
議
会

会
場
前
に
は

人
が
結
集

30

し
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、

「
ス
ト
決
行
中
」
「
再
構

築
協
議
会
や
め
ろ
」
「
戦

争
反
対
」
の
声
を
周
辺
に

響
か
せ
た
。

庄
原
市
で
４
０
０
人
が
集
会

「
再
構
築
協
議
会
」
会
合
の
２
日
前
の
３
月

日
、
芸
備
線
存
続
に
向
け
て
の
市
民
集
会

24が
、
沿
線
の
庄
原
市
で
約
４
０
０
人
の
参
加

で
開
か
れ
た
。
日
本
総
合
研
究
所
の
藻
谷
浩

介
主
席
研
究
員
が
講
演
し
「
廃
線
は
沿
線
の

人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
。
赤
字
、
黒
字
を

基
準
に
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
話
し
た
。

存
続
を
訴
え
て
き
た
「
芸
備
線
魅
力
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
横
川
代
表
は
、
「
芸
備
線

の
現
状
は
、
接
続
が
悪
く
使
い
た
く
て
も
使

え
な
い
ダ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
」
と
Ｊ
Ｒ
を

弾
劾
し
、
今
後
は
、
「
全
国
で
再
構
築
協
議
会

を
働
き
か
け
ら
れ
そ
う
な
地
域
の
市
民
団
体

と
交
流
し
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
て
い
る
。


米
坂
線


新
潟
２
千
５
０
０
筆
の
署
名
提
出

昨
年

月
に
発
足
し
、
地
域
住
民
な
ど
２

11

０
０
人
以
上
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
「
米
坂

線
の
早
期
復
旧
と
地
域
活
性
化
を
考
え
る
会
」

は
、
４
月

日
約
２
５
０
０
筆
の
署
名
を
も

22

っ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
県
へ
の
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。
会
員
の
一
人
は
「
交
通
弱
者
、
私
た

ち
も
そ
う
だ
が
、
年
を
と
れ
ば
ど
ん
ど
ん
運

転
が
で
き
な
く
な
る
。
バ
ス
も
運
転
手
不
足

で
廃
止
さ
れ
る
。
年
寄
り
は
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
く
の
か
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。

村
上
で

人
で
集
会

70

５
月

日
に
は
、
村
上
市
で
、
約

人
の

19

70

参
加
で
集
会
を
開
催
し
、

沿
線
自
治
体
の
元
教
育
長

が
講
演
し
、
「
地
域
の
交

通
サ
ー
ビ
ス
は
公
が
維
持

す
る
べ
き
で
、
赤
字
を
理

由
に
切
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
主
張
。
「
鉄
道
が
な
く

な
る
と
若
者
が
地
元
に
帰

っ
て
こ
な
く
な
り
、
地
盤

沈
下
が
進
む
」
と
も
述
べ
、
人
口
減
少
が
進

む
地
方
こ
そ
鉄
道
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

集
会
に
は
、
村
上
市
と
関
川
村
の
幹
部
も

出
席
し
、
「
Ｊ
Ｒ
が
責
任
も
っ
て
復
旧
さ
せ
る

の
は
当
然
だ
が
、
国
も
財
政
支
援
を
拡
充
す

る
べ
き
だ
」
な
ど
と
す
る
両
首
長
の
あ
い
さ

つ
文
を
読
み
上
げ
た
。

山
形
「
飯
豊
の
会
」
発
足

５
月

日
、
発
足
総
会
に
は
、
沿
線
の

31

飯
豊
、
小
国
両
町
と
新
潟
県
関
川
村
の
首
長

い

い

で

お

ぐ

に

や
議
長
ら
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
昨
年

月
12

に
「
復
旧
小
国
期
成
同
盟
会
」
を
発
足
さ
せ

た
小
国
町
の
町
議
会
議
長
が
、
署
名
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
６
月

日
、

17

山
形
県
で
は
「
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
開
業
百
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
が
早
期
の
復
旧
を
求

め
る
お
よ
そ
１
万
人
分
の
署
名
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
提
出
し
た
。

全
国
に
広
が
る
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
闘
い



７
月
６
日
、
館
山
市
・
館
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
内
房
線
と
地
域

を
守
る
会
の
第
８
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。総

会
は
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
会

員
や
内
房
線
沿
線
の
動
労
千
葉
Ｏ
Ｂ
な
ど
40

名
が
参
加
す
る
中
で
開
催
さ
れ
た
。
と
く
に
、

Ｊ
Ｒ
・
千
葉
県
・
君
津
市
等
で
構
成
す
る
「
交

通
検
討
会
議
」
が
、
「
年
内
に
も
検
討
結
果
を

ま
と
め
る
」
と
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
久
留
里
線
の
廃
線
化
を
め
ぐ
る
状

況
が
激
し
く
な
る
中
で
、
あ
ら
た
め
て
内
房

線
と
地
域
を
守
る
会
、
外
房
線
と
地
域
を
守

る
会
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
が
連
帯

し
て
廃
線
化
阻
止
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
た
。

鉄
道
は
繋
が
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る

総
会
は
、
最
初
に
梅
沢
和
子
代
表
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
「
こ
の
会
も
結
成
か
ら
８
年
目

を
迎
え
た
。
現
在
、
久
留
里
線
・
久
留
里
～

亀
山
間
が
廃
線
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
は
黒
字
で
儲
か
っ
て
い
る
の
に
、
利
用
者

が
少
な
い
赤
字
路
線
は
お
荷
物
と
ば

か
り
に
廃
線
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
鉄
道
は
繋
が
っ
て
こ
そ
価
値
が

あ
る
。
学
生
や
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
に
は
生
活
す
る
上
で
必
要

だ
。
バ
ス
に
な
っ
て
も
、
も
と
も
と

人
口
が
少
な
い
た
め
赤
字
に
な
り
撤

退
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
鉄
道

＝
公
共
交
通
が
な
く
な
っ
た
ら
人
口

は
減
少
し
町
は
衰
退
す
る
。
こ
れ
は
、

廃
線
に
な
っ
た
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が

証
明
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
は
黒
字
な
の
に
赤
字

線
は
維
持
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

国
が
替
わ
っ
て
運
営
す
べ
き
だ
。
生
活
を
守

る
た
め
に
鉄
道
を
守
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

内
房
、
外
房
、
久
留
里
の
３
会
が

連
携
し
て
廃
線
を
阻
止

来
賓
と
し
て
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
・

関
副
会
長
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
・

三
浦
代
表
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。
外

房
線
の
会
・
関
副
会
長
は
、
「
３
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
通
勤
快
速
と
特
急
が
削
減
さ
れ
た
。

復
活
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
。
久
留
里
線
つ

い
て
検
討
会
が
議

論
し
て
い
る
。
こ

れ
は
廃
線
し
よ
う

と
す
る
Ｊ
Ｒ
と
沿

線
住
民
と
の
ぶ
つ

か
り
合
い
だ
。
内

房
、
外
房
、
久
留

里
の
３
会
が
連
携

し
て
廃
線
を
阻
止

し
よ
う
」
と
訴
え

た
。

久
留
里
線
の
会
・
三
浦
代
表
は
「
昨
日
、

検
討
会
議
が
、
年
内
に
結
論
を
出
す
と
発
表

し
た
。
最
初
か
ら
廃
線
あ
り
き
で
進
め
て
い

る
。
許
せ
な
い
。
久
留
里
線
の
廃
線
問
題
に

つ
い
て
、
内
房
線
、
外
房
線
、
久
留
里
線
三

つ
の
会
が
一
体
と
な
っ
て
撤
回
さ
せ
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

質
疑
で
は
、
と
く
に
「
Ｊ
Ｒ
東
、
鉄
道
持

つ
Ｉ
Ｔ
企
業
に
」
と
の
報
道
は
、
Ｊ
Ｒ
が
株

価
に
影
響
す
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
切
り
捨
て
に

動
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
の
久
留
里
線
の
廃
線
に
反
対

し
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
訴
え
ら
れ
た
。

内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
総
会
を
開
催



今
春
闘
は
、
政
府
や
財
界
、
日
銀
ま
で
が

「
賃
上
げ
」
を
連
呼
す
る
状
況
で
し
た
。
し

か
し
、
物
価
は
ど
ん
ど
ん
上
が
り
、
実
質
賃

金
は
今
年
４
月
ま
で

ヶ
月
連
続
で
下
が
り

26

続
け
て
い
る
。

利
益
優
先
の
「
強
欲
イ
ン
フ
レ
」

「
賃
上
げ
の
原
資
の
た
め
に
も
価
格
転
嫁

が
必
要
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は

年
度
の
国
内
起
因
の
物
価

23

上
昇
の
う
ち

％
が
「
企
業
収
益
」
分
で
あ

92

り
、
「
賃
上
げ
」
分
は
わ
ず
か
８
％
だ
っ
た
。

「
強
欲
イ
ン
フ
レ
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。

結
局
、
「
企
業
の
利
益
優
先
の
値
上
げ
」
で
し

か
な
か
っ
た
の
だ
。

ベ
ア

％
で
も
「
コ
ロ
ナ
禍
前
水
準
」

12

利
益
を
賃
金
に
回
す
割
合
を
示
す
「
労
働

分
配
率
」
は
長
く
低
い
水
準
に
お
か
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年
の
水
準
に
戻
す
だ

19

け
で
も
約

％
の
ベ
ア
が
必
要
と
言
わ
れ
て

12

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
平
均
５
・

％
の
賃

01

上
げ
と
発
表
し
た
が
、
ベ
ア
は
平
均
３
・
15

％
。
こ
れ
で
は
「
実
質
賃
下
げ
」
だ
。
そ
の

一
方
、
株
主
配
当
だ
け
は
大
幅
に
増
額
さ
れ

て
い
る
。
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
職
場
に

闘
う
労
働
組
合
が
必
要
な
の
だ
。

物
価
上
昇
の

％
が「
企
業
収
益
」
分

92

実
質
賃
金

カ
月
連
続
減

最
長
更
新

26

米南部で組合結成へ活発化

４月１９日、アメリカ南部テネシー州

にあるドイツ自動車大手・フォルクスワ

ーゲンの工場で労働組合が結成され、全

米自動車労組（ＵＡＷ）に加盟した。

アメリカは労働組合結成の基準が厳し

く、職場の過半数の労働者の支持を得な

ければならない。とくに南部の州は組合

活動を制限する法律を持つ州が多く、厳

しい締付けの中で労組結成が進まずに来

た。その南部での組合結成は非常に歴史

的です。

南部では労働組合がないことで賃金水

準が低く、ドイツや日本などの外国メー

カーが工場を作ってきた。

６月１８日はホンダが労働当局から、

「労働者の労組を結成する権利を会社側

が違法に侵害した」と告発されている。

南部での組合結成の動きは続いている。


